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１Q　小張は、ハーフコートマンツーマン、藤代はオールコートマンツーマン、お互いの粘り強いディ
フェンスにより点数が入らなかったが、藤代のカットイン・小張のミドルシュート決まりだした。

２Q　小張はオールコートマンツーマン、藤代は２‐３のゾーンディフェンス、内側堅い守りから、小張
の７＃、藤代の８＃がミドルシュートを決め緊迫した展開となる。

３Q　小張が７＃のインサイドでのプレーにより得点を重ね、藤代はミドルシュートが決まらず苦しい
展開だが、終盤ディフェンスの頑張りから得点を重ね点差を5点にちじめる。

４Q　小張が８連続得点により点差を広げる、終盤藤代もスピード・ドリブルシュートや粘り強いディ
フェンスで頑張るが点差はちじまらなかった。
両チームとも最後まで走り続けた素晴らしいゲームでした。
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